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正常実行時の流れ

エラー処理

HTMLテンプレートの終端まで繰り返し

SSMタグに出会うたびに
繰り返し

この時点で、requireやuse、
直に書かれたコードが実行される。

SSM実行の流れ

ssm2(実行スクリ
プト本体)の動作

Ssm::Common:parsehtmlwithfunc()
(SSMの実行の基本関数）の動作

スクリプトファイルが
コーディングする範囲と動作
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テンプレートの出力に入った後は、一つの関数でエラーが
起きても処理を続け、すてべの出力が終わった後にエラーが
あった事を示すメッセージを表示する。

この範囲でエラーがあれば
エラーメッセージをを表示し
即座に終了


